
様式第2号（第6条関係）  

福井市非営利公益市民活動促進助成  

事業実施計画書  

1 事 業 名   健康増進法啓発講演会   

（所在地）福井市下馬1－1624－4 横濱商館  

（団体名）特定非営利活動法人タバコ環境NPOネット  

2 事業実施主体  
（代表者氏名）月田 千栄子  

（連絡先）TEL O776－34L2766 E－mai1npo＠mike．cojp   

3 事業実施期間   2009年 8月または9月   

タ′くコ環境の正常化（受動喫煙被嚢やタバコの不始末がなくなった状態にする  

こと）を推進すべく 2003年に健康増進法第25条（施設管理者の受動喫煙被害  

の防止義務）が制定されたが、知られていないのがその大きな原因と考えられる。  
4 事業の目的  

まずはこの法律の精神を啓発し、施設管理者の理解と実践に基づき、受動喫煙  

被害を減らし、安心して外出ができるまち作り、子育てしやすい環境を整え、バ  

リアフリーな暮らしやすい社会の実現を目指すことを目的とする。   

5 期待される   6年も前に施行された健康増進法第25条の施設管理者の受動喫煙被害の防止   

効果   義務を広く認知して貰い、公民館、飲食店などのタバコ環境の正常化、暮らしや  

すい福井となる。   

6 事業の内容   （1）実施場所 福井県立図書館多目的ホール  

（2）対象者 施設管理者 タバコ問題に関心のある市民  

（3）広報方法 施設管理者向けのダイレクトメール、インターネット告知  

（4）内容と方法 2009年に創刊20周年も迎えた「禁煙ジャーナル」編集長  

でタバコ問題情報センター一代表の渡辺文学氏をお招きし、講演会を開催す  

る。  

事前にしっかりとした資料を制作し、講演を聞き漏らした方々にもインターネ  

ットでの動画配信などを通じて継続的な活動とする。   

20年以上前から地道にタバコ問題解決に努力され、多くの著作のある渡辺文  

7 事業の特徴  学氏のユーモア溢れる講演を軸に、福井市のタバコ間鰐解決のきっかけにしても  

らう。   

NKト法人設立以前からいろいろ助言していただいたり、「禁煙ジャーナル」を  

8 その他  スワン文庫にも収蔵しており実践的なお話が聞けると思います。   

Nア0法人スワングループ   



様式第3号（第6粂関係）  

福井市非営利公益市民活動促進助成  

事業収支予算書  

収 入  （単位：円）  

科  目   金  額   内訳   

福井市助成金   100，000円   チャレンジ助成   

事業収入   30，0（氾円   講演会資料代500円×60名。   

会からの補填   25，000円   

計   155，000円  

支 出  （単位：円）  

科  目   金  額   内  訳   

会場費  20．000円  福井県立図書館多目的ホールを予定  

講師謝礼  40，000円  タバコ問題情報センター代表  

渡辺文学氏  

宿泊・交通費  40，0（氾円  東京一福井往復  

ビジネスホテルに宿泊  

資料印刷代  15，0（対円  事前告知チラシ  

健康増進法の内容や正常化の手引き書  

郵送代  12，000円  主な施設管理者などに120円切手を張  

って郵送予定。1（対カ所。  

記録ビデオ代  20，000円  業者に依頼予定  

雑費  8，000円  講演会の垂れ幕   

計   155，000円  

NPO法人スワングループ   


